
コ
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ェ
ネ
導
入
事
例

C o g e n e r a t i o n  C a s e  S t u d y

Case1
ポニークリーニング　京葉事業所

Case2
熊本乳業株式会社

Case3
熊本赤十字病院



　穂高グループは、1949年（昭和24年）に紳士服地の
卸売業として東京都中央区日本橋で始まった。
　1966年（昭和41年）、穂高グループのクリーニング
部門ポニークリーニングを立ち上げ、「健康で活力に満
ちた社会のために、清潔で美しい装いをお届けする」と
いう企業理念のもと、創業50年にして首都圏・中京地域
でクリーニング店舗数706店、事業所18か所を展開し
ている。

　このうち、コージェネレーション（熱電併給）システム
（以下、コージェネ）を設置している事業所は2カ所ある
が、今回紹介する京葉事業所は、浦安市および東京湾岸
エリアのクリーニング店舗から収集した洗濯物を扱って
おり、その取扱量はYシャツで120万点、クリーニング総
点数で220万点にも及ぶ（2015年度実績）。
　本稿では、コージェネ導入事例としてあまり知られて
いないクリーニング業界での事例を紹介する。

地域密着型で省エネ・省コストの
クリーニング事業に貢献するコージェネ

ポニークリーニング
京葉事業所
P o n y  C l e a n i n g

Case1
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■ 施設概要
所 在 地 千葉県船橋市栄町2-15-2

構 造 ・ 規 模 鉄骨造5階建

面 積 敷地面積：909㎡
延床面積1,815㎡

開 設 2006年（平成18年）1月

コージェネ導入のポイント
施設の運用に合わせた電力、熱の活用

エネルギー使用量削減、ランニングコスト削減

環境対策（CO2排出削減）

1

2

3

ガスエンジン・コージェネ

■ ガスエンジン仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム

モ デ ル 名 CP-25VB-TNR

定 格 出 力 25kW

台 数 1台

効 率 発電効率：33.0%
排熱回収効率：52.0%

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
事
業
所
で
は
、
洗
濯
機

や
乾
燥
機
、
プ
レ
ス
機
な
ど
多
量
の
温
水
／

蒸
気
を
消
費
す
る
機
械
の
ほ
か
に
、
石
油
系

溶
剤
を
使
用
す
る
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機

を
持
つ
。
こ
の
た
め
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器

の
消
費
電
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
熱
の
消

費
量
も
多
く
な
る
。

　

従
来
は
、
重
油
ボ
イ
ラ
ー
で
蒸
気
を
生
成

し
て
プ
レ
ス
機
に
お
い
て
利
用
す
る
と
と
も

に
、
蒸
気
か
ら
温
水
を
生
成
し
て
洗
濯
機
等

で
利
用
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
重

油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

上
昇
が
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　

京
葉
事
業
所
の
開
設
計
画
は
、
特
に
重
油

価
格
が
高
騰
し
た
時
期
と
重
な
り
、
高
効
率

な
最
新
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
採
用
と
と

も
に
、
省
エ
ネ
お
よ
び
省
コ
ス
ト
を
重
要
視

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
計
が
必
要
で

重
油
か
ら
都
市
ガ
ス
へ
の

燃
料
転
換
で
省
エ
ネ・省
コ
ス
ト

11 コージェネ導入事例



■ エネルギーシステム概要

謝辞

　お忙しい中、ご対応し
ていただいた穂高株式会
社ポニークリーニング　
山下次長様、溝部課長様、
京葉ガス　佐藤係長様に
はこの場を借りて改めて
お礼を申し上げます。 

（取材・文：島田　謙児）

あ
っ
た
。

　

当
時
、
ポ
ニ
ー
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
他
事

業
所
で
重
油
か
ら
都
市
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
既
設
建
物
を
利

都市ガス

ガスコージェネ
レーション
（25kW）

ドレン
タンク

貯水槽

軟水器

設備内電力

洗浄用

ガス蒸気ボイラー

プレス機

空調

蒸気ドレン

温水（40～ 50℃）

排熱水

電力

蒸気

排熱回収ユニット

ガスエンジン
ヒートポンプ

井戸水

用
し
た
京
葉
事
業
所
を
開
設
す
る
計
画
が
進

め
ら
れ
、
重
油
価
格
の
上
昇
を
勘
案
し
て
、

ヤ
ン
マ
ー
製
の
25 

kW
ガ
ス
マ
イ
ク
ロ
コ
ー

ジ
ェ
ネ
設
備
が
導
入
さ
れ
た
。

ガ
ス
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

電
力
も
熱
も
有
効
利
用

　

今
回
の
事
例
で
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
の
発

電
電
力
は
系
統
連
系
さ
れ
、
事
業
所
内
で
自

家
消
費
し
て
い
る
。
発
生
す
る
排
熱
は
、
排

熱
回
収
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
洗
浄
用
の
温
水
（
40

〜
50
℃
）
を
生
成
、
洗
濯
機
に
お
い
て
有
効

利
用
し
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
運
転
は
事

業
所
の
運
転
時
間
の
み
で
、
営
業
開
始
と

と
も
に
起
動
し
、
営
業
終
了
で
停
止
す
る

（
Ｄ
Ｓ
Ｓ
）。
２
０
１
５
年
の
運
転
実
績
で
は
、

年
間
運
転
時
間
３
，４
６
９
時
間
、
発
電
電

力
量
８
３
，４
２
０
ｋ
Ｗ
ｈ
で
、
事
業
所
全

体
の
電
力
使
用
量
の
１
／
５
を
賄
っ
て
い
る
。

ま
た
、
回
収
熱
量
は
１
４
９
，３
９
０
Ｍ
Ｊ
で
、

定
格
能
力
に
比
べ
て
少
な
い
が
、
大
き
な
熱

的
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
持
た
な
い
シ
ン
プ
ル
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
は
、
か
な
り
有
効
に
熱
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　

本
物
件
で
は
、
空
調
用
と
し
て
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
を
採
用
し

て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
と
も
に
電
力
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
レ
ス

機
用
熱
源
と
し
て
ガ
ス
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
と
と
も

に
都
市
ガ
ス
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
。

　

都
市
ガ
ス
は
中
圧
ラ
イ
ン
が
工
業
団
地
に

供
給
さ
れ
て
お
り
、
本
事
業
所
内
で
ガ
バ

ナ
ー
に
て
減
圧
さ
れ
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
、
ガ

ス
ボ
イ
ラ
ー
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
事
例
と
し
て
は

病
院
や
ス
ー
パ
ー
銭
湯
、
飲
食
店
等
が
多
い

が
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
の
事
業
所
に
お
い
て

も
、
電
力
お
よ
び
熱
と
も
に
使
用
量
が
多
く
、

十
分
に
活
用
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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停電時対応型のコージェネ導入で
平時の省エネと災害時の事業継続

K u m a m o t o  M i l k  C o r p o r a t i o n

　熊本空港から車で約15分、熊本県民総合運動公園の
近くに熊本乳業株式会社がある。１９３７年６月に熊本牛
乳株式会社として設立され、１９８６年８月に現在地に移
転した。１９８８年、熊本乳業株式会社に社名変更。
　現在は森永乳業グループの九州における主力生産
工場として、九州一円より生乳を集乳して、市乳（牛乳、
乳飲料、乳製品乳酸菌飲料）、乳製品（加糖れん乳、加糖
脱脂れん乳、クリーム）などを製造し、九州全域、および
一部の乳製品は全国にも流通している。また、牛乳製品
の製造のほか、森永乳業株式会社の九州地区の物流拠
点（福岡、熊本、宮崎、鹿児島）を運営している。その熊
本乳業株式会社に導入されたコージェネレーション（熱
電併給）システム（以下、コージェネ）を紹介する。

■ 施設概要

所 在 地 熊本市東区鹿帰瀬町431-1

面 積 総敷地面積／39,431.77㎡
総建物面積／9,358.94㎡

設 立 1937年6月

主 要 製 品 市乳（牛乳、乳飲料、乳製品乳酸菌飲料）
乳製品（加糖れん乳、加糖脱脂れん乳、クリーム）

コージェネ導入のポイント
エネルギーセキュリティー対策
エネルギーサービスによるスキーム
燃料転換

1

2

3

熊本乳業株式会社

Case2

13 コージェネ導入事例



　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
と
し
て

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
導
入
。
２
０
１
２
年
７
月
よ

り
稼
動
し
て
い
る
。
契
約
電
力
は
、コ
ー
ジ
ェ

ネ
導
入
前
が
１
５
０
０ 

kW
で
、
導
入
後
に
は

１
０
０
０ 

kW
に
低
減
し
た
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
通
常
、
毎
日
起
動
停
止
を

す
る
Ｄ
Ｓ
Ｓ
（
デ
イ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
ス
ト
ッ

プ
）
で
運
用
し
て
い
る
。
月
〜
日
曜
日
の
毎

日
昼
間
（
８
〜
22
時
）
の
時
間
帯
で
受
電
電

力
を
１
５
０ 

kW
に
設
定
。
最
近
は
電
力
の
使

用
量
が
増
え
、
毎
日
夜
間
（
22
〜
翌
８
時
）

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
ス
キ
ー
ム

の
時
間
帯
に
も
デ
マ
ン
ド
回
避
の
た
め
に
運

転
す
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
国
内
の
電
力
供
給
が
大
き
な
影
響
を
受

け
、
森
永
乳
業
グ
ル
ー
プ
の
生
産
活
動
に
も

広
範
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
。
翌
２
０
１
２

年
の
夏
の
計
画
停
電
に
よ
る
生
産
の
影
響
を

考
慮
し
、
事
業
継
続
対
策
と
し
て
、
信
頼
性

の
高
い
都
市
ガ
ス
の
中
圧
導
管
を
敷
設
し
、

平
時
の
省
エ
ネ
お
よ
び
災
害
時
の
事
業
継
続

を
確
保
す
る
た
め
に
、
停
電
時
対
応
型
の

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
導
入
し
た
。

　

本
設
備
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
東
京

ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
が
所
有
し
、
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
故
障

時
の
修
理
を
行
っ
て
い
る
。
都
市
ガ
ス
は
西

部
ガ
ス
か
ら
、
電
力
は
九
州
電
力
か
ら
供
給

さ
れ
て
い
る
。

　

遠
隔
監
視
で
異
常
が
あ
る
と
東
京
ガ
ス
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
連

絡
し
、
状
況
に
よ
り
新
潟
原
動
機
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
員
も
対
応
す
る
。

■ ガスエンジン仕様概略
メ ー カ ー 新潟原動機株式会社

モ デ ル 名 8L22AG

定 格 出 力 1260kW

台 数 1台

効 率 発電端効率：39.8%
排熱回収効率：24.9%

ガスエンジン・コージェネ
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熊本乳業

東京ガスエンジニアリングソリューションズ

● 新規投資・資産運用（減価償却、税金）
● 定期メンテナンス・故障修理対応
● 遠隔監視
● 省エネ実績評価

コージェネレーション設備所有

都市
ガス

都市
ガス 電力 蒸気

電力

西部ガス 九州電力

温水

■ エネルギーの供給スキーム［ 

燃
料
転
換 

］

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
前
、
熊
本
乳
業
に
は
都

市
ガ
ス
の
導
管
は
敷
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
に
併
せ
て
都
市
ガ
ス
の

中
圧
導
管
が
敷
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
構

内
に
あ
っ
た
貫
流
ボ
イ
ラ
（
６
ｔ
）
２
缶
も

２
０
１
３
年
に
燃
料
を
Ａ
重
油
か
ら
都
市
ガ

ス
へ
と
転
換
し
て
い
る
。

［ 

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン 

］

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
使
用
す
る
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

は
新
潟
原
動
機
製
で
、
発
電
機
端
出
力
は

１
２
６
０ 

kW
。
希
薄
燃
焼
方
式
で
、
排
ガ
ス

ボ
イ
ラ
、
温
水
回
収
熱
交
換
器
の
排
熱
回
収

Case2 - K u m a m o t o  M i l k  C o r p o ra t i o n

導
入
シ
ス
テ
ム
概
要

謝辞

　お忙しい中、対応していただいた熊本乳業株式会社　代表取締役社長　大友様、取
締役工場長　本多様、製造部部長　戸次様、担当部長　開田様、課長代理　本田様、
西部ガス株式会社　熊本支社　営業部　リーダー　吉田様、東京ガスエンジニアリン
グソリューションズ株式会社　産業エネルギーサービス部　西日本担当副部長　足立
様には、この場を借りて改めて御礼を申し上げます。 （取材・文：雑賀慎一）

制御盤および排ガスボイラ

機
器
の
ほ
か
、
商
用
系
統
停
電
時
に
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

が
起
動
で
き
る
よ
う
、
小
型
の
非
常
用
発
電

装
置
を
付
属
し
て
い
る
。
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の

発
電
効
率
は
39
・
８
％
。
導
入
前
と
比
較
し

て
２
％
程
度
の
省
エ
ネ
、５
％
程
度
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を
実
現
し
て
い
る
。

［ 

熱
の
活
用 

］

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
は
、
排
ガ
ス
ボ
イ
ラ

か
ら
発
生
す
る
蒸
気
、
機
関
冷
却
水
か
ら
回

収
し
た
温
水
と
し
て
活
用
。
そ
れ
ぞ
れ
効
率

は
最
大
で
18
・
５
％
、
６
・４
％
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
蒸
気
は
構
内
の
プ
ロ
セ
ス
に
、
温

水
は
ボ
イ
ラ
給
水
の
予
熱
に
使
用
し
て
い
る
。

熊
本
地
震

　

２
０
１
６
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

で
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
に
関
し
て
は
、
早

期
に
ガ
ス
漏
れ
、
機
器
の
損
傷
の
有
無
な
ど

点
検
を
実
施
し
て
、
大
き
な
被
害
が
な
く
運

転
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
生
産
設
備
の
点
検
、
品
質
の
確
認
、

構
内
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
し
て
使
用
し
て

い
る
地
下
水
の
濁
り
の
復
旧
な
ど
に
時
間
が

か
か
り
、
生
産
活
動
が
従
来
ど
お
り
に
再
開

で
き
る
ま
で
に
は
約
１
カ
月
を
要
し
た
。
ま

た
、
電
力
供
給
は
比
較
的
早
期
に
復
旧
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
非
常
用

と
し
て
運
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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基幹災害拠点病院としての重要機能を
コージェネが支える

熊本赤十字病院

　日本赤十字社は、1887年（明治20年）の西南戦争
で負傷した多数の兵士を、敵味方の区別なく手当した
救護活動が始まりで誕生した。その発祥の地である
熊本で、救急医療・がん診療を中心とした高度医療・教
育研修・地域連携・医療救護の五つの基本方針に基づ
き、急性期医療の中核病院として活動を行なうのが、
熊本赤十字病院である。熊本県の基幹災害拠点病院
として防災システムの充実を図り、設備の安全性、信
頼性とフレキシブルな更新性や省エネルギーを考慮
した設備システムを装備している。建物強度は耐震
構造基準の25%増（本館）とし、ドクターヘリの基地病
院としてヘリポートを備えるほか、万が一の際にも診
療機能を維持できるよう、非常用発電機とコージェネ
レーション（熱電併給）システム（以下、コージェネ）を
設置し、コージェネ排熱も利用してBCP（事業継続計
画）と省エネルギーを実現している。
　本稿では、基幹災害拠点病院である熊本赤十字病
院の重要機能を支えるエネルギーシステムについて
紹介する。

J a p a n e s e  R e d  C r o s s  K u m a m o t o  H o s p i t a l

■ 施設概要
名 称 熊本赤十字病院
所 在 地 熊本県熊本市東区長嶺南二丁目1番1号

規 模 

病院本館棟：SRC造 地下１階・地上９階・PF１階
管理棟：RC造 地上２階
エネルギー棟：RC造 地上１階・地下２階
救急棟：SRC造 地下１階・地上６階

面 積
敷地面積／63,284.98m²
建築面積／18,704.17m²
延床面積／70,629.65m²

開 設

平成10年3月　　本館竣工
平成11年2月　　管理棟竣工
平成27年1月　　空調熱源機（空冷チラー）更新
コージェネレーションシステム機器更新

病 床 数 490床（一般）

Case3
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九州電力（契約電力 2,000kW）

非常用発電機

太陽光発電

ガスコージェネ
レーション

病棟

外来

手術センター

その他の部署
400kWx2

受電盤

病院

冷温水

蒸気

給湯

温水

冷水

ガスコージェネ

吸収式

空気HP

ガス蒸気ボイラー

貯湯槽

ジェネリンク

温水ボイラ

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
概
要

既
築
設
備
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

コージェネ導入のポイント

廃熱有効活用による 
省エネ・省CO２性
電力ピークカットおよび 
ボイラ故障時の熱源バックアップ
県の基幹災害拠点病院としての
BCP（事業継続計画）確保

1

2

3

■ 電力供給の流れ

■ 熱源システムのフロー図

　

平
常
時
は
４
０
０ 

kW
×
２
基
の
コ
ー
ジ
ェ

ネ
に
よ
り
発
電
と
同
時
に
排
熱
を
利
用
す
る

こ
と
で
、運
用
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

と
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、

非
常
用
発
電
機
を
設
置
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
棟
の
屋
上
に
太
陽
光
発
電
装
置

を
合
計
３
０
８ 

kW
設
置
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
導
入
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
は
蒸
気
と
温
水
で
取
り

出
し
、
蒸
気
は
滅
菌
、
食
洗
器
お
よ
び
一
部

の
調
理
機
器
で
使
用
し
、
温
水
は
ジ
ェ
ネ
リ

ン
ク
に
よ
る
冷
温
水
供
給
と
給
湯
に
用
い
て

い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
運
転
時
間
は
、
省
エ

ネ
性
お
よ
び
燃
料
コ
ス
ト
を
考
慮
し
て
調
整

し
て
い
る
。

　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
、
旧
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
発
電
容
量
を
増
強
、

２
０
１
４
年
８
月
か
ら
２
０
１
５
年
１
月
に

か
け
て
更
新
工
事
が
行
わ
れ
た
。
更
新
前
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
に
は
３
０
０ 

kW
×
２
基
の

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

ス
ペ
ー
ス
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
容

量
の
４
０
０ 

kW
×
２
基
を
選
択
し
た
。
更
新

に
際
し
て
は
分
散
型
電
源
導
入
促
進
事
業
補

助
金
に
よ
り
、
初
期
費
用
の
１
／
２
の
支
援

を
受
け
た
。

　

更
新
時
の
搬
出
入
に
お
い
て
、
構
内
の
建

物
増
設
な
ど
に
起
因
す
る
既
存
エ
ネ
ル
ギ
ー

棟
の
構
内
配
置
が
問
題
と
な
り
、
通
常
よ
り

も
大
が
か
り
な
更
新
工
事
と
な
っ
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
棟
の
前
面
に
建
物
が
存
在
す
る
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
２
階
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
室

壁
面
に
搬
出
入
口
を
新
た
に
設
置
す
る
と
と

も
に
、
外
部
に
荷
揚
げ
用
の
ス
テ
ー
ジ
を
設

置
し
、
通
常
よ
り
大
型
で
あ
る
２
０
０
ｔ
ク

レ
ー
ン
を
用
い
て
手
前
建
物
を
ま
た
い
で
搬

出
入
し
た
。
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
、
騒
音
・
振
動
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
レ
ー

ン
車
の
移
動
ル
ー
ト
な
ど
に
も
配
慮
し
、
職

員
通
用
口
の
通
行
制
限
や
駐
輪
場
利
用
制
限

な
ど
も
し
な
が
ら
の
設
置
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

夏
場
の
ピ
ー
ク
時
期
を
避
け
た
も
の
の
、
更

新
工
事
中
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
稼
働
し
な
い
た

め
、
日
中
の
ピ
ー
ク
を
抑
え
る
た
め
に
様
々

な
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

更
新
後
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
容
量
ア
ッ
プ

と
機
器
更
新
に
よ
る
省
エ
ネ
化
、
節
電
努
力

な
ど
に
よ
り
、
契
約
電
力
を
大
幅
に
低
減
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
容
量

ア
ッ
プ
に
よ
り
利
用
で
き
る
排
熱
量
も
増
加

し
、
省
エ
ネ
性
も
向
上
し
た
。

太陽光発電：各棟の屋上5カ所に合計308kWを設置
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　基幹災害拠点病院として災害発生時の大量傷
病者受け入れを想定したかなり広めの廊下は、
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末筆ながら御礼申し上げます。

（取材・文：今成岳人）

　

熊
本
県
の
基
幹
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
加
え
て
非
常
用
発
電
機
と
予

備
発
電
機
も
備
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
系
統

電
力
も
常
用
と
予
備
の
高
圧
２
回
線
で
受
電

し
、
基
幹
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

性
を
高
め
て
い
る
。

　

万
が
一
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
し
て
も
72

時
間
以
上
診
療
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う

様
々
な
備
蓄
を
し
て
い
る
が
、
２
０
１
６
年

４
月
の
熊
本
地
震
の
際
は
断
水
が
想
定
を
超

え
て
長
期
と
な
り
、
受
水
槽
の
水
が
底
を
つ

き
そ
う
に
な
っ
た
。
関
係
機
関
に
依
頼
し
、

自
衛
隊
や
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
な

ガスエンジン・コージェネ（400kW×2基）

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略

メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 EP400G

発 電 出 力 400kW

総 合 効 率 71.5%

各 効 率
発電効率：40.3%
熱回収効率：31.2% (温水＋蒸気)
メタン：75～100vol％

設 置 台 数 2台

ど
か
ら
継
続
的
な
給
水
を
得
ら
れ
、
病
院
と

し
て
の
機
能
を
維
持
で
き
た
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
の
際
に
は
、
６
５
０
名

を
超
え
る
職
員
が
自
主
参
集
し
て
診
療
に
あ

た
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
基
幹
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
日
頃
か
ら
訓
練
を
積
み
重
ね
、

様
々
な
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
、
救
急
医
療
拠
点
病
院
と
し

て
の
機
能
維
持
に
対
す
る
強
い
責
任
感
・
使

命
感
が
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
熊
本
地
震
の
経
験
を
生
か
し
、

ハ
ー
ド
面
に
加
え
て
ソ
フ
ト
面
で
も
様
々
な

対
策
を
見
直
し
て
い
く
と
い
う
。

基
幹
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
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